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◉
➊住民税非課税世帯＝基準日（６月１日）

において世帯全員の令和４年度住民税が非課税の世帯
（課税されている人の扶養親族からなる世帯は除く）➋家
計急変世帯＝新型コロナウイルス感染症の影響を受けて
家計が急変し、➊の世帯と同様の事情にあると認められ
る世帯
※既に本給付金の支給を受けたことがある世帯などは、
支給対象外

１世帯当たり10万円
住民税非課税世帯は、支給対象世帯の世帯主

宛てに確認書を郵送しています。令和３年12月11日以降
に市内に転入した人がいる住民税非課税世帯および家計
急変世帯は、生活福祉課または総合支所窓口に備え付け
の申請書（市公式ホームページからダウンロード可）に必
要事項を記入の上、必要書類を添付して郵送するか総合
支所窓口へ提出してください　　

９月30日（金）

市臨時特別給付金専用電話　☎0120（100）430
福祉事務所生活福祉課（福祉総務係）　☎0220（58）5552

■

　

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、病
気

や
け
が
を
し
た
と
き
に
、医
療
費

な
ど
を
給
付
す
る
医
療
保
険
制
度

で
す
。社
会
保
険
な
ど
他
の
医
療

保
険
加
入
者
や
生
活
保
護
受
給
者

以
外
の
全
て
の
人
が
加
入
し
て
い

ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、税
率
か

ら
算
出
し
た
医
療
保
険
分（
医
療

費
の
支
払
い
に
充
て
る
も
の
）と

後
期
高
齢
者
支
援
金
分（
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
費
用
に
充
て
る

も
の
）、介
護
保
険
分（
介
護
保
険

制
度
の
費
用
に
充
て
る
も
の
）の

合
計
で
す
。令
和
４
年
度
は
、国
の

新
軽
減
制
度
導
入
お
よ
び
法
令
な

ど
の
一
部
改
正
に
伴
い
、次
の
と

お
り
改
正
し
ま
す
。

◉
　

子
育
て
世
帯
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、小
学
校
入
学
前
の
未
就

学
児
に
係
る
均
等
割
額
を
５
割
減

額
し
ま
す
。ま
た
、前
年
の
所
得
状

況
に
よ
り
法
定
軽
減（
２
割
、５

割
、７
割
）に
該
当
し
て
い
る
場
合

は
、軽
減
後
の
負
担
分
に
つ
い
て

５
割
減
額
し
ま
す
。金
額
な
ど
は

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
計

算
方
法
は
、県
内
一
律
で
２
年
ご

と
に
見
直
さ
れ
ま
す
。令
和
４
年

度
は
、被
保
険
者
が
等
し
く
負
担

す
る「
均
等
割
額
」と
前
年
の
所
得

に
応
じ
て
計
算
さ
れ
る「
所
得
割

率
」お
よ
び
年
間
保
険
料
額
の
限

度
額
が

の
と
お
り
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

▼
総
務
部
税
務
課（
国
民
健
康
保

険
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

▼
宮
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合

☎
０
２
２（
２
６
６
）１
０
２
１

の
と
お
り
で
す
。な
お
、減

額
申
請
は
不
要
で
す
。

◉
　

国
民
健
康
保
険
税
に
お
け
る

医
療
保
険
分
お
よ
び
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
に
係
る
限
度
額
を
、

の
と
お
り
改
正
し
ま
す
。

総
務
部
税
務
課

（
国
民
健
康
保
険
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

■

■

　市は、新型コロナウイルス感染症による影響が長期化
していることから、子育て世帯、非課税世帯などに対し、
その実情を踏まえた生活の支援を行うため、特別給付金
を支給します。受給にあたっては、申請が必要な場合と不
要な場合があります。
◉

➊児童扶養手当受給者など（ひとり親世帯）
➋➊以外の令和４年度分の住民税均等割が非課税の子育
て世帯（ひとり親世帯以外）
※対象児童は、18歳に達する日以後の最初の３月31日ま
での間にある児童。障害児の場合は20歳未満
※詳細は、市公式ホームページを確認ください

児童１人当たり一律５万円
※ひとり親世帯分とひとり親世帯以外分は、重複しての
給付は受けられません
※児童扶養手当などの４月分受給者には支給済みです
【 子育て支援課または総合支所窓口に備え付け
の申請書（市公式ホームページからダウンロード可）に必
要事項を記入の上、必要書類を添付し、総合支所窓口へ提
出してください
※添付書類は市公式ホームページを確認ください

令和５年２月28日（火）
※２月中に支給要件に該当した人は３月15日（水）

福祉事務所子育て支援課（児童福祉係）　☎0220（58）5562

　

乾
和か

ず

子こ

さ
ん（
迫
町
）、大
浪

し
ず

江え

さ
ん（
米
山
町
）が
７
月
１
日
付

け
で
、法
務
大
臣
か
ら
人
権
擁
護

委
員
の
委
嘱（
再
任
）を
受
け
ま
し

た
。人
権
擁
護
委
員
は
、人
権
に
関

す
る
相
談
を
受
け
た
り
、学
校
で

人
権
教
室
を
開
い
た
り
す
る
な

ど
、命
の
大
切
さ
や
思
い
や
り
の

心
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い

か
と
感
じ
た
ら
、ひ
と
り
で
悩
ま

ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。相
談
は

無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
。

月
〜
金
曜
日
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

▼
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
５
７
０（
０
０
３
）１
１
０

▼
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

▼
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番

☎
０
１
２
０（
０
０
７
）１
１
０

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

➊ ➋ ➌

➊ ➋
➌

ま み

　

２
０
０
６
年
４
月
に
入
社

し
、勤
続
年
数
16
年
。児
童
館
の

子
ど
も
た
ち
の
お
や
つ
調
理
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

　

職
場
で
は
、仕
事
が
丁
寧
で
、

面
倒
見
が
い
い
優
し
い
性
格
で

す
。子
ど
も
た
ち
や
保
護
者
と

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
怠

ら
ず
、仕
事
に
一
生
懸
命
向
き

合
う
小
野
寺
さ
ん
。「
食
を
通
し

て
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見

守
っ
て
い
き
た
い
で
す
」と
調

理
に
励
ん
で
い
ま
す
。

優
良
勤
労
表
彰
を
受
賞
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山
吉
田
水
門
改
良
工
事
に
伴

い
、市
道
穴
山
・
南
大
畑
線
が
８
月

下
旬
か
ら
令
和
５
年
３
月
末
ま
で

工
事
区
間（
切
り
回
し
道
路
）で
、

終
日
片
側
交
互
通
行
規
制
と
な
り

ま
す
。片
側
交
互
通
行
期
間
中
は
、

誘
導
看
板
、工
事
用
信
号
機
ま
た

は
誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
通
行

し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、歩
行
者
、

自
転
車
通
行
者
は
、工
事
現
場
脇

◉
　

　

排
水
設
備
工
事
の
施
工
延
長
が

長
い
人
の
負
担
を
補
助
す
る
制
度

で
す
。次
の
条
件
を
満
た
し
て
い

る
人
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
申
請
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

➊
公
共
下
水
道

事
業
、農
業
集
落
排
水
事
業
は
、最

上
流
端
か
ら
汚
水
ま
す
ま
で
の
間

の
30
㍍
を
超
え
る
区
間
に
係
る
工

事
。た
だ
し
、枝
線
は
除
く
➋
浄
化

槽
整
備
推
進
事
業
は
、32
㍍
を
超

え
る
区
間
に
係
る
工
事

１
㍍
に
つ
き
５
千
円
、

30
万
円
を
限
度
と
す
る

下
水
道
が
使
用

可
能
後
５
年
間

※
補
助
対
象
建
築
物
は
、一
般
住

　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と

は
、予
約
に
よ
り
自
宅
に
迎
え
に

来
て
く
れ
て
、他
の
利
用
者
と
乗

り
合
わ
せ
な
が
ら
、登
録
さ
れ
た

病
院
や
商
業
施
設
ま
で
送
迎
し
て

く
れ
る
公
共
交
通
で
す
。市
内
で

は
現
在
、市
民
バ
ス
な
ど
の
運
行

が
少
な
い
地
域
で
の
有
効
な
移
動

手
段
と
し
て
、別
表
に
記
載
の
４

地
区
で
運
行
し
て
い
ま
す
。地
域

内
の
移
動
手
段
と
し
て
利
用
く
だ

さ
い
。

別
表
の

「
運
行
地
区
」に
住
ん
で
い
る
人

利
用
登
録
を
す
る

と
、１
回
３
０
０
〜
５
０
０
円
で

利
用
で
き
ま
す
。未
登
録
の
人
も

倍
額
の
料
金
で
利
用
で
き
ま
す

運
行
日
や
時
間
、登
録

施
設
な
ど
に
つ
い
て
は
、利
用
登

■ 録
の
受
付
施
設
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

ま
ち
づ
く
り
推
進

部
市
民
協
働
課（
地
域
づ
く
り
推

進
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
７
３

　

市
は
、３
月
16
日
の
福
島
県
沖

を
震
源
と
す
る
地
震
に
伴
う
罹り

災さ
い

証
明
書
お
よ
び
被
災
証
明
書
の
交

付
を
受
け
て
い
な
い
人
の
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
罹
災
証
明
書（
住

家
の
被
災
）＝
罹
災
証
明
申
請
書
▼

被
災
証
明
書（
住
家
以
外
の
家
屋

や
土
地
、門
扉
、家
具
、動
産
な
ど

が
被
災
）＝
被
災
証
明
願
、被
害
の

全
景
お
よ
び
詳
細
な
損
害
箇
所
が

わ
か
る
写
真

※
世
帯
員
以
外
の
人
が
申
請
す
る

場
合
は
、委
任
状
が
必
要
で
す

９
月
15
日（
木
）

総
務
部
税
務
課
ま
た

は
各
総
合
支
所

総
務
部
税
務
課

（
固
定
資
産
税
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
１
６
３

　

３
月
16
日
の
福
島
県
沖
を
震
源

と
す
る
地
震
に
よ
り
被
害
を
受
け

た
住
宅
の
復
旧
に
必
要
な
経
費
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

一
部
損
壊
以
上
の
被
害

を
受
け
た
世
帯
で
、災
害
救
助
法

に
基
づ
く「
住
宅
の
応
急
修
理
」の

支
援
を
受
け
な
か
っ
た
世
帯

被
災
住
宅
の
修

理
、解
体
撤
去
等
に
要
す
る
経
費

（
材
料
購
入
費
も
可
）

▼
半
壊

以
上
＝
費
用
の
５
分
の
１
／
10
万

円
▼
準
半
壊
＝
費
用
の
５
分
の
１

／
５
万
円
▼
一
部
損
壊
＝
修
理
費

用
が
10
万
円
以
上
／
一
律
２
万
円

令
和
５
年
３
月
15
日

（
水
）

住
宅

都
市
整
備
課（
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

　

３
月
16
日
の
福
島
県
沖
を
震
源

と
す
る
地
震
に
よ
り
被
災
し
た
住

家
な
ど
に
つ
い
て
、所
有
者
か
ら

の
申
請
に
基
づ
き
、解
体
撤
去（
公

費
解
体
）を
行
い
ま
す
。

市
の
調
査
で
半
壊
以

上
の
判
定
を
受
け
た
住
家
ま
た
は

半
壊
以
上
の
被
害
が
あ
る
と
認
め

ら
れ
た
建
物

※
建
物
の
全
部
解
体
・
撤
去
を
行

う
も
の
に
限
り
ま
す

※
住
宅
の
応
急
修
理
制
度
、被
災

住
宅
災
害
復
旧
費
補
助
制
度
と
の

併
用
は
で
き
ま
せ
ん

※
す
で
に
解
体
契
約
済
み
の
場
合

は
相
談
く
だ
さ
い

宅
お
よ
び
店
舗
付
住
宅

➊
市
税
な
ど
の
滞

納
が
な
い
人
➋
下
水
道
受
益
者
負

担
金（
分
担
金
）の
滞
納
が
な
い
人

◉
　

く
み
取
り
便
所
を
水
洗
便
所
に

改
造
す
る
場
合
や
、し
尿
浄
化
槽

を
取
り
壊
し
て
下
水
道
に
直
接
流

す
場
合
に
、工
事
資
金
を
無
利
子

で
融
資
し
ま
す
。希
望
す
る
人
は

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

建
物
１

棟
当
た
り
１
２
０
万
円
以
内

➊
市

税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人
➋
下
水

道
受
益
者
負
担
金（
分
担
金
）の
滞

納
が
な
い
人
➌
月
々
の
返
済
が
で

き
る
所
得
の
あ
る
人
➍
市
税
な
ど

の
滞
納
が
な
い
保
証
人（
１
人
）も

し
く
は
金
融
機
関
指
定
の
保
証
機

関
の
保
証
を
受
け
ら
れ
る
人

▼
み
や
ぎ
登
米

農
協
▼
仙
北
信
用
組
合
▼
七
十
七

銀
行
▼
石
巻
商
工
信
用
組
合
▼
仙

台
銀
行
▼
一
関
信
用
金
庫
▼
東
北

労
働
金
庫
▼
新
み
や
ぎ
農
協

※
宅
内
補
助
金
お
よ
び
水
洗
化
の

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
を
併
用
し
て

利
用
す
る
場
合
は
、宅
内
補
助
金

を
差
し
引
い
た
額
が
融
資
あ
っ
せ

ん
額
に
な
り
ま
す上

下
水
道
部
経
営

総
務
課（
業
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
２
）３
３
１
１

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル

で
予
約
の
上
、環
境
課
ま
た
は
各

総
合
支
所
市
民
課
窓
口
に
備
え

付
け
の
申
請
書（
市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、必
要
書

類
を
添
え
て
提
出
く
だ
さ
い

８
月
31
日（
水
）

市
民

生
活
部
環
境
課（
廃
棄
物
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
５

通
院
や
日
用
品
の
買
い
出
し

な
ど
で
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

を
利
用
し
て
い
ま
す
。家
族

や
地
域
に
寄
り
添
っ
た
う
れ

し
い
サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
う
の

で
、た
く
さ
ん
の
人
に
関
心

を
持
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

の「
歩
行
者
・
自
転
車
通
行
道
」を

通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

　

工
事
に
伴
う
交
通
渋
滞
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、最
寄
り
の
国
道

ま
た
は
県
道
へ
の
迂
回
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
県
東
部
土
木
事
務
所
登
米
地
域

事
務
所（
河
川
砂
防
第
二
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
２
１
６

☎

☎

☎

☎

　

市
は
、市
公
式
ラ
イ
ン
の
新
た
な

活
用
と
し
て
、道
路
の
損
傷
な
ど
、

不
具
合
箇
所
の
位
置
や
現
場
の
状

況
を
通
報
で
き
る
機
能
を
市
公
式

ラ
イ
ン
に
導
入
し
ま
す
。

■▼
市
公
式
ラ
イ
ン
を「
友
だ
ち
追

加
」か「
友
達
登
録
」す
る

▼
投
稿
方
法
❶
市
公
式
ラ
イ
ン
の

通
報
機
能
を
起
動
❷
不
具
合
箇
所

の
写
真
、位
置
情
報
な
ど
を
投
稿

※
ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
投
稿

な
ど
に
か
か
る
通
信
料
は
、利
用
者

の
負
担

■▼
道
路
に
関
す
る
不
具
合
が
対
象

の
た
め
、そ
れ
以
外
の
整
備
要
望
に

は
対
応
で
き
ま
せ
ん

▼
道
路
の
陥
没
や
倒
木
な
ど
、緊
急

を
要
す
る
場
合
は
、各
総
合
支
所

ま
た
は
建
設
部
建
設
総
務
課
ま
で

電
話
で
連
絡
く
だ
さ
い

８
月
１
日（
月
）

建
設
部
建
設
総
務

課（
道
路
河
川
管
理
係
）　

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
６
５
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■
　登米市訪問看護ステーションは、2013年４月、豊里
病院と米谷病院の訪問看護ステーションを一体化
し、市内や近隣市町で、患者の自宅や各種施設などで
の訪問看護や訪問リハビリテーションなどを提供し
ており地域包括ケア体制の一翼を担っています。
　訪問看護では、病院での積極的な治療を終え、自宅
などで療養生活を送る人や、障がいなどにより一定
の医療処置が必要な人に対し、主治医の指示による
医療処置や24時間の緊急対応、療養生活の相談にも
応じています。
　また、訪問リハビリテーションも、主治医の指示に
より、食事や排せつ、衣服の着脱などの日常生活動作
ができるよう訓練を行い、機能の回復を図ることで
患者・家族の生活の質の向上に努めています。
　サービスの対象は、乳幼児から高齢者まで全ての
年代の訪問看護や訪問リハビリテーションが必要な
人、精神疾患を抱えている人が訪問看護サービスを
利用しています。

訪問看護ステーション
　　　　　　☎0225（76）6210

■
　訪問リハビリテーションでは、患者さんのより良
い暮らしに向けたサポートを提供しています。
　「退院後自宅で以前のように生活ができない」
「ベッドに寝ている時間が増え体力的に心配」「歩く
のがふらつくようになった」などの相談に応じ、ス
タッフが自宅に伺い訓練を行っています。
　自宅での生活に不安がある人は、主治医に相談す
るほか、当ステーションに気軽に相談ください。

訪問リハビリテーションとは

■
◉

　

介
護
老
人
福
祉
施
設
、介
護
老

人
保
健
施
設
、介
護
療
養
型
医
療

施
設
、介
護
医
療
院
な
ど
で
、長
期

入
所
・
短
期
入
所
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
際
の
食
費
と
居
住
費
を

軽
減
す
る
制
度
で
す
。

市
町
村
民
税
非
課
税
世

帯（
別
世
帯
に
配
偶
者
が
い
る
場

合
は
、配
偶
者
も
非
課
税
）で
、

の
条
件
い
ず
れ
か
一
つ
を
満

た
す
人

◉
　

社
会
福
祉
法
人
な
ど
で
提
供
し

て
い
る
通
所
介
護
、訪
問
介
護
、短

期
入
所
生
活
介
護
、認
知
症
対
応

型
通
所
介
護（
予
防
含
む
）、地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入

所
者
生
活
介
護
、介
護
福
祉
施
設

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
際
の
食
費

や
居
住
費
な
ど
の
自
己
負
担
額
の

４
分
の
１
を
軽
減
す
る
制
度
で

す
。

※
状
況
や
内
容
に
よ
っ
て
は
軽
減

さ
れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す　

の
条
件
を
全
て

満
た
す
人

◉
　

各
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に

は
、申
請
が
必
要
で
す
。

福
祉
事
務
所
長
寿
介

護
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
課

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
介
護
給
付
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

■

◉

令
和
５
年
１
月
８
日（
日
）

午
後
１
時（
受
付
＝
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分
）

登
米
総
合
体
育
館（
と
よ

ま
蔵
ジ
ア
ム
）

平
成
14
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
で
、
➊
市
内
の
中
学
校

を
卒
業
し
た
人
➋
令
和
４
年
９
月

現
在
で
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

➌
➊
➋
以
外
で
登
米
市
成
人
式
に

出
席
を
希
望
す
る
人（
要
申
込
）

※
市
内
の
小
学
校
を
卒
業
以
降
、

進
学
な
ど
の
理
由
で
現
在
市
内
に

住
所
が
な
い
人
は
➌
に
該
当
し
ま

す
の
で
、出
席
を
希
望
す
る
場
合

は
必
ず
申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
対
象
者
の
皆
さ
ん
に
は
11
月
頃

に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。当
日

は
案
内
状
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。ま
た
、案
内
状
が
12
月
上
旬

ま
で
に
届
か
な
い
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い

◉
　

対
象
者
で
、成
人
式
の
企
画
・
運

営
に
協
力
で
き
る
実
行
委
員
を
募

集
し
ま
す
。活
動
は
月
１
回
程
度

で
す
。実
行
委
員
へ
協
力
い
た
だ

け
る
人
は
、９
月
16
日（
金
）ま
で

電
話
か
メ
ー
ル
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◉
　

民
法
改
正
に
よ
り
成
年
年
齢
が

20
歳
か
ら
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ

た
こ
と
か
ら
、市
で
は
今
後
、新
た

な
式
の
名
称
を
公
募
し
、そ
の
結

果
を
基
に
名
称
を
決
定
し
ま
す
。

教
育

委
員
会
教
育
部
生
涯
学
習
課（
生

涯
学
習
推
進
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
６
９
８

死syogaigakusyu@
city.tom

e.
m
iyagi.jp

状態観察、点滴や注射、人工呼吸器の管理、床ずれの
処置、痰の吸引、痛みの軽減や服薬管理など　
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ス
、お
産
の
し
く
み
、マ
タ
ニ
テ
ィ

ス
ト
レ
ッ
チ
な
ど

８
月
30
日（
火
）午
前
10
時

〜
11
時
30
分中

田
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い市

民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

 

◉
　

体
を
動
か
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

み
ん
な
で
子
育
て
に
つ
い
て
話
し

ま
し
ょ
う
。

８
月
３
日（
水
）午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

米
谷
公
民
館

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い米

谷

こ
ど
も
園

☎
０
２
２
０（
４
２
）２
１
０
１

Good health is a great blessing

◉電話番号
　♯8000
（プッシュ回線の固定電話、
携帯電話から）

　☎ 022 (212) 9390
（プッシュ回線以外の固定電
話、PHSから）

◉相談時間
　毎日午後７時～翌朝午前８時

休日・夜間診療案内は下記の
番号です（24時間対応）
　☎ 0229 (24) 2267

☎

　

☎

　

☎

 ▶

㊐
☎ ☎

㊍
☎ ☎

㊐
☎ ☎

㊐
☎

☎

㊐
☎ ☎

◉

◉ ☎
☎

☎

◉診療科目　内科、外科、小児科　※原則応急処置まで
診療時間など、詳しくは問い合わせください。
【問い合わせ】石巻市夜間急患センター（石巻赤十字病院敷地内）☎0225（94）5111

㊌

㊋

㊌

☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎
☎

　☎

  ◉日曜日：受付時間9:00～16:30
  ◉夜間：小児（６歳以上）の診察を希望す 
　る場合はご連絡ください
  【問い合わせ】登米市民病院
  ☎0220（22）5511

　

夏
は
、湿
度
や
気
温
が
高
く
細

菌
が
増
え
や
す
く
な
る
た
め
、特

に
細
菌
性
の
食
中
毒
に
注
意
が
必

要
で
す
。食
中
毒
予
防
の
３
原
則

は
、➊
細
菌
を
食
べ
物
に「
付
け
な

い
」（
ポ
イ
ン
ト
は
小
ま
め
に
手
を

洗
う
こ
と
）、➋
食
べ
物
に
付
着
し

た
細
菌
を「
増
や
さ
な
い
」（
ポ
イ

ン
ト
は
高
温
多
湿
の
環
境
で
食
べ

物
を
保
管
し
な
い
こ
と
）、➌
食
べ

物
や
調
理
器
具
に
付
着
し
た
細
菌

を「
や
っ
つ
け
る
」（
ポ
イ
ン
ト
は

加
熱
・
殺
菌
す
る
こ
と
）で
す
。

　

高
齢
者
な
ど
体
の
抵
抗
力
が

弱
っ
て
い
る
人
は
食
中
毒
に
な
り

や
す
く
、症
状
も
重
く
な
る
傾
向

が
あ
り
ま
す
。予
防
の
３
原
則
を

守
り
、規
則
正
し
い
生
活
を
送
る

こ
と
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。心
配

な
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
住
ま

い
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

相
談
く
だ
さ
い
。

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１

　

認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、地

域
や
職
場
で
認
知
症
の
人
や
そ
の

家
族
を
見
守
り
、寄
り
添
い
、支
え

合
え
る
よ
う
に
応
援
す
る「
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
」を
養
成
す
る
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

８
月
25
日（
木
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

迫
保
健
セ
ン
タ
ー

８
月
17
日（
水
）

20
人（
先
着
順
）

迫
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
１
５
２

福
祉
事
務
所
長
寿

介
護
課（
地
域
包
括
支
援
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
１　

◉
　

ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
の
問
題
を
抱

え
る
人
の
家
族
が
、病
気
の
治
療

や
回
復
の
過
程
、依
存
症
に
よ
る

問
題
行
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て
学

び
合
う
教
室
を
開
き
ま
す
。

飲
酒
・
ギ
ャ
ン
ブ
ル
・
薬

物
な
ど
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
人

の
家
族

８
月
３
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

◉
　

ひ
き
こ
も
り
や
思
春
期
に
関
す

る
悩
み
相
談
に
応
じ
ま
す
。

８
月
22
日（
月
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
30
分

石
巻
保
健
所
登
米
支
所

氏
家
靖や

す
　
ひ
ろ浩（
精
神
保
健

福
祉
士
・
公
認
心
理
師
）

◉

無
料

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す

石
巻

保
健
所
登
米
支
所

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

◉
　

妊
娠
中
の
こ
と
や
出
産
、育
児

に
つ
い
て
、一
人
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
。心
配
な
事
や
不
安
な
事

な
ど
、助
産
師
が
個
別
相
談
に
応

じ
ま
す
。８

月
23
日（
火
）午
前
９
時

30
分
〜
午
後
３
時

南
方
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い市

民

生
活
部
健
康
推
進
課（
地
域
保
健

係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
６

◉
　

妊
娠
中
の
生
活
を
快
適
に
過
ご

し
、赤
ち
ゃ
ん
を
健
康
に
生
み
育

て
る
た
め
の
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
る
教
室
を
開
催
し
て
い
ま

す
。パ
パ
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

妊
娠
期
の
食
事
バ
ラ
ン

■
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　登米中学校の「登米能体験学習」（千葉純
じゅん

子
こ

校長、生徒
85人）は６月29日、伝統芸能伝承館森舞台で開かれ、３
年35人が地域に伝わる登米能を体験しました。
　体験学習は、地域の伝統芸能の学習を通して、ふるさ
との伝統や郷土を大切にする心を養うことを目的に開
催。生徒たちは、登米謡曲会の皆さんの指導のもと能の
歴史や謡い、衣装の着付けなどを体験しました。生徒代
表の金田淳

あつ

史
し

さんは、「江戸時代から地域に伝わる能に
触れ、普段の生活では体験できない貴重な時間を過ご
すことができました。地元の伝統芸能を改めて学習し、
理解が深まりました」と笑顔で話しました。

２人の生徒が代表して衣装の着付けを体験。始めは戸惑ってい
ましたが徐々に慣れ、堂々としたポーズをとっていました。

「これは何ていう生き物だろう」「貝やエビもいるよ」観察体験で
は、大人も子どもたちも一緒になって盛り上がりました。

　講演会「新田の自然と魅力について」（新田地区コミ
ュニティ推進協議会主催、星勘

かん

司
じ

会長）は６月25日、新
田公民館で開かれ、地域住民30人が受講しました。
　講演会は、むかい＊いきもの研究所＝仙台市＝代表
の向井康

やす

夫
お

氏を講師に迎え、多様な生き物が生息する
豊かな水辺環境が保たれている新田地区の魅力につい
て、講話と実際に水田にいる小さな生き物を観察する
ことで学びました。伊藤大

たい

翔
が

さん（11）＝迫町大浦＝は
「初めて見る生き物や、見たことがあるけれど名前が分
からなかった生き物のことを知ることができてうれし
かった」と話しました。

　「親子で楽しむ絵本ウォークin平筒沼」（おおきな木
主催、佐竹美

み

香
か

代表）が６月12日、平筒沼ふれあい公園
のひょうたん島とYOUYOU館で開かれました。
　ひょうたん島では、遊歩道に設置された大型版の絵
本を読み進めながらウォーキングも楽しめる絵本ウォ
ーク、YOUYOU館では木のおもちゃ広場や身の回り
の不思議を体験できるかがく講座が開かれました。家
族で訪れた千葉佳

よし

恵
え

さん（32）＝迫町永田＝は「青空の
下で風の音や沼などの自然を感じることができまし
た。会場は小さな子どもが一周するのにちょうど良い
広さ。家族で自然を満喫しました」と話しました。

絵本の世界に入り込んだかのような会場を巡りながら、子ども
たちは弾けるような笑顔で物語を楽しんでいました。

　「ヤマメの稚魚の放流」は６月２日、登米水辺プラザ
船着場で行われ、登米北上こども園と登米幼稚園の園
児39人が約4000匹のヤマメの稚魚を北上川に放流しま
した。
　ヤマメの稚魚の放流事業は、1988（昭和63）年から行
われ、今年で33回目。北上川の豊かな自然環境と水資源
を受け継ぎ、次代を担う子どもたちに水の大切さを伝
えるため、水道週間の一環として実施しています。参加
した園児たちは、３～５㌢の稚魚が入ったバケツを手
に「大きくなあれ」と声を掛けながら、そっと川へ送り
出しました。

園児たちは、放流後に元気に水の中を泳ぎ出したヤマメの稚魚
を見て目を輝かせていました。

ジュニアリーダーが手本となりダンスを指導。児童たちはすぐ
に振り付けを覚え、友達と元気にダンスを踊りました。

　「ジュニアリーダーと遊ぼう！！」（米谷地域づくり
推進協議会主催、秋葉茂

しげ

雄
お

会長）は６月11日、米谷公民
館で開かれ、米谷地区の児童10人が参加しました。
　ジュニアリーダーとの交流は、遊びを通して自主性
や協調性を育むことを目的に企画。参加した児童たち
は、館内に設置されたクイズを協力して解いたり、ダン
スやゲームを楽しんだりしました。ジュニアリーダー
の山口未

み う

夢さん（16）＝東和町米川４区＝は「久しぶり
のイベントなので少し緊張しましたが、児童たちの楽
しそうな笑顔が見られて良かったです。次は私たちが
主催するイベントにも参加してほしい」と話しました。

鮮やかな衣装をまとった演者が太鼓と鉦のはやしに合わせて演
じる迫力ある舞いに、会場から大きな拍手が沸き起こりました。

　「第16回神楽共演石越大会」（同実行委員会主催、工藤
貞
さだ

夫
お

実行委員長）は６月12日、石越体育センターで開か
れ、岩手県一関市など市内外から10団体が出演し伝統
神楽を披露しました。
　大会は、宮城県北・岩手県南地方に伝わる「南部神楽」
を継承するため、石越町の赤

あか

谷
や

神楽と長
な げ た

下田神楽両保
存会が実行委員会を組織し、開催してきました。新型コ
ロナの影響で３年ぶりに開かれた大会会場には、再開
を待ちわびた約150人の観客が訪れ、勇壮な舞いに魅了
されました。実行委員は、「これからも南部神楽の普及
と保存に力をささげていきたい」と話しました。
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Dream
Monthly Hot Communication

2020年11月20日生まれ
迫町・山の上　健太郎さんの次女
お姉ちゃんが大好き。いつも真似し
て学んでいる希子。これからも仲良
く元気いっぱいに大きくなってね。

Monthly Hot Communication

Child

2020年2月17日生まれ
中田町・並柳　淳一さんの長男
食いしん坊いおくん。いつも癒やし
てくれてありがとう。これからの成
長を楽しみにしてるよ。

笑顔で過ごせるように
　私が将来なりたい職業は「看護師」です。私の
母は看護師として働いています。小さい頃か
ら母の姿を見ていて、こう思うようになりまし
た。家でも私が風邪をひいたときにしっかりと
薬の管理をしてくれたり、バスケットボールの
練習中にけがをしてしまった時にテーピング
やアイシングなどをしてくれたりする母に、憧
れの気持ちを持つようになりました。そして
ずっと前から人の役に立ちたい、人を助けられ
る仕事に就きたいと思っていることも看護師
を目指す理由の一つです。
　今私は、看護師を目指すため特に必要な教
科だと思う数学や理科の学習に励んでいま
す。また、部活動や先日の市中総体を通して、
仕事を続けるために必要な体力をつけ、協調
性や努力する大切さを学ぶことができまし
た。仕事は大変だと思いますが、私が看護師に
なれたら、一人でも多くの人に笑顔で過ごし
てもらえるようにサポートしていきます。

❶ ❷ ❸ ❹
❺ ❻ ❼
❽

☎

ちゃん（１歳）くん（２歳）

元気いっぱいで走るの大好きなあー
ちゃん。笑顔がチャームポイントで
す。これからも元気に成長してね。

ちゃん（２歳）

2020年5月29日生まれ
迫町・八幡　隼さんの長女

　166㌢でAB型です。
　美里町の小学校に教諭として勤めて

います。どのようにしたら子どもたちが楽しみな
がら学べて、充実した学校生活を送れるかを日々
考え、教育に取り組んでいます。児童が自ら考え
行動している姿を見るとやりがいを感じます。子
どもたちに「担任が涼先生で良かった」と言われ
るとうれしいですね。

　新しいことにも臆さず何事にも
挑戦する行動力があります。

　市内の草野球チームに所属していま
す。楽天イーグルスファンでプロ野球観戦も好き
です。

　笑顔がすてきで気を遣わない
人ですね。お互いの考えを認め合い、高め合える
関係が理想です。

　市内に子どもたちと高齢
者が交流できる保育施設、児童クラブ、老人ホー
ムが一体化した複合施設をつくりたいです。

　大学進学で一度登米市
を離れたことにより、地域の温かさに気付きま
した。これからも人とのつながりの大切さや、思
いやりのある温かい登米市であってほしいなと
思っています。

Half Century
Monthly Hot Communication

2004年のアテネオリンピッ
クで当時初出場だった卓球の福
原愛
あい

選手の試合を見に行ったこ
とかな。滞在中のギリシャ観光
も楽しかったよ。

自分の意見をしっかり言
える性格だよ。

仕事に一生懸命でしっ
かりした人だよ。記憶力が良く
て昔のこともはっきり覚えてい

るの。
★

良いことも悪いことも
声に出して話し合うことが大切
だと思うよ。

今は二人で庭の手入れを
楽しんでいるよ。あとは、毎日ひ
孫とのテレビ電話で元気な姿を
見られることかな。これからも
ひ孫の成長を見守っていきたい
ね。

不平不満をため込まないことが大切

Young
Monthly Hot Communication
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夏
に
関
す
る
道
具
や
古
い
写
真

な
ど
を
通
し
て
昔
の
夏
の
過
ご
し

方
を
紹
介
し
ま
す
。

７
月
16
日（
土
）〜

９
月
４
日（
日
）／
休
館
日
＝
月
曜

（
月
曜
が
祝
日
の
場
合
、翌
平
日
）

市
歴
史
博
物
館

無
料

市
歴
史
博
物
館

☎
０
２
２
０（
２
１
）５
４
１
１

　

栗
原
市
の
能
面
作
家
、菅
原
夢む

玄げ
ん

氏
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。幽

玄
美
あ
ふ
れ
る
能
面
の
世
界
を
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

７
月
23
日（
土
）〜
８

庭
の
親
ま
た
は
寡
婦
で
、全
日
程

受
講
で
き
る
人

３
歳
か
ら
小
学
３
年
ま
で

ハ
ガ
キ
ま
た
は
フ
ァ

ク
シ
ミ
リ
に
講
習
名
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
託
児
の
有
無（
年

齢
）を
記
入
し
て
申
し
込
み
く
だ

さ
い

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
選
考
と

な
り
ま
す

県
母

子
福
祉
連
合
会

〒
９
８
３
―
０
８
３
２
／
仙
台
市

宮
城
野
区
安
養
寺
３
―
７
―
３　

☎

０
２
２（
２
５
６
）６
５
１
２

　

市
内
で
創
業
を
目
指
す
人
や
創

業
後
間
も
な
い
人
、新
事
業
へ
の

進
出
を
考
え
て
い
る
経
営
者
な
ど

を
対
象
に
、ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
作

成
の
こ
つ
や
売
上
・
収
益
の
向
上

に
つ
な
が
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、創

業
準
備
期
か
ら
創
業
期
に
必
要
な

ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
べ
る
セ
ミ
ナ
ー

（
全
３
回
）を
開
催
し
ま
す
。

９
月
３
日（
土
）、10
日

（
土
）、17
日（
土
）／
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
30
分

登
米
中
央
商
工
会
館

▼
創
業
の
心
構
え
▼
売
れ

る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
▼
利
益

計
画
を
立
て
て
み
る
▼
事
業
計
画

令
和
４
年
度
以
前
に
市
の

耐
震
診
断
助
成
事
業
を
実
施
し
た

人
で
、令
和
５
年
度
中
に
耐
震
改

修
工
事
を
希
望
す
る
人

仮
申
込
書
、施
工
予

定
業
者
な
ど
が
作
成
し
た
工
事
見

積
書（
耐
震
診
断
時
の
概
算
見
積

を
除
く
）

建
設

部
住
宅
都
市
整
備
課（
建
築
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

　

登
米
診
療
所
、津
山
診
療
所
を

活
用
し
て
地
域
医
療
の
提
供
を
行

う
民
間
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、医
療
局
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。８

月
19
日（
金
）医

療

局
経
営
管
理
部
経
営
管
理
課（
管

理
係
）

☎
０
２
２
０（
２
１
）６
８
８
８

➊
８
月
２
日（
火
）➋
３
日

（
水
）➌
９
日（
火
）➍
10
日（
水
）／

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

市
内
小
学
生（
保
護
者
同

伴
可
）

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

　

令
和
５
年
度
の
耐
震
改
修
工
事

助
成
事
業
の
申
し
込
み
を
受
け
付

け
ま
す
。詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

９
月
１
日（
木
）〜
11

月
15
日（
火
）

▼
登
米
み
な
み
商
工
会

☎
０
２
２
０（
５
５
）２
３
３
１

▼
登
米
中
央
商
工
会

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１

▼
み
や
ぎ
北
上
商
工
会

☎
０
２
２
０（
３
４
）３
２
５
５

書
を
作
成
し
よ
う
▼
登
米
市
の
創

業
支
援
制
度
に
つ
い
て
▼
創
業
者

向
け
融
資
制
度
に
つ
い
て
▼
個
別

相
談
会

20
人無

料８
月
19
日（
金
）

各
10
人（
申
込
先
着
順
）

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー（
２
階

第
１
研
修
室
）

無
料各

受
講
日
の
前
日

※
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い視

聴

覚
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

◉

９
月
４
日（
日
）〜
令
和
５

年
２
月
26
日（
日
）（
全
23
回
）／
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
10
分　

15
人教

材
費
・
実
習
費
な
ど

９
千
円
程
度（
受
講
料
は
無
料
）

７
月
26
日（
火
）〜
８

月
17
日（
水
）

◉

９
月
14
日（
水
）〜
11
月
９

日（
水
）（
全
16
回
）／
午
前
９
時
〜

午
後
４
時10

人
程
度

教
材
費
な
ど
１
万
６
千
円

程
度（
受
講
料
は
無
料
）

８
月
１
日（
月
）〜
24

日（
水
）

◉

県
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン

タ
ー（
仙
台
市
）

県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家

月
28
日（
日
）

※
期
間
中
は
無
休

髙
倉
勝
子
美
術
館

午
前
９
時
〜
午
後
４

時
30
分

一
般
２
０
０
円
、高
校
生

１
５
０
円
、小
・
中
学
生
１
０
０
円

※
み
や
ぎ
の
明
治
村
共
通
券
で
も

観
覧
で
き
ま
す

髙
倉
勝
子
美
術
館

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
７
５
５

　

神
輿
祭
、手
踊
り
大
行
進
な
ど

の
催
事
が
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
ま

㊍
㊊（祝）
㊏ ㊍
㊎ ㊌

㊍
㊊（祝）
㊏ ㊍
㊏ ㊍

㊊ ㊍ ㊐
㊏ ㊐

㊌

㊐ ㊌

㊋ ㊐

㊎

☎

す
。フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
花
火
大

会
で
は
佐
沼
の
夜
空
を
彩
り
ま

す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

７
月
31
日（
日
）正
午
〜
午

後
８
時

※
豪
雨
の
場
合
は
花
火
打
ち
上
げ

の
み
８
月
７
日（
日
）に
延
期

迫
町
佐
沼
地
区（
一
市
・
八

日
町
通
り
他
）

登
米
市
佐
沼
夏
祭

り
実
行
委
員
会（
登
米
中
央
商
工

会
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）３
６
８
１
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※
定
員
超
過
時
は
入
場
制
限
が
あ

り
ま
す

無
料

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）５
２
１
９

　

中
央
障
害
者
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー（
よ
つ
葉
ハ
ウ
ス
）で
は
、

毎
月
１
回
、自
主
作
品
の
販
売
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

８
月
26
日（
金
）、９
月
28

日（
水
）／
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

登
米
市
中
央
障
害
者
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
２
０（
２
２
）

 

０
２
２
２

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
障
が
い
福
祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）

 

５
５
５
２

　

み
や
ぎ
I
J
U（
移
住
）タ
ー
ン

就
職
支
援
オ
フ
ィ
ス
で
は
、県
外

の
大
学
・
短
大
・
専
門
学
校
な
ど

に
在
学
中
の
皆
さ
ん
の
I
J
U

タ
ー
ン
就
職
の
相
談
、求
人
紹
介
、

書
類
添
削
、面
接
対
策
な
ど
の
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、県
外
在
学
中
の
学
生
が

県
内
で
の
就
職
活
動
を
行
う
際
の

移
動
に
か
か
る
交
通
費
や
宿
泊
費

に
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。補
助

上
限
額
は
４
万
円
で
、同
一
年
度

内
上
限
額
に
達
す
る
ま
で
何
回
で

も
申
請
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　

み
や
ぎ
I
J
U

タ
ー
ン
就
職
支
援
オ
フ
ィ
ス

☎
０
２
２（
２
１
６
）５
０
０
１

　

遺
言
書
を
預
け
、法
務
局
に
保

管
す
る
こ
と
で
、遺
言
書
が
発
見

さ
れ
な
か
っ
た
り
書
き
換
え
ら
れ

た
り
と
い
っ
た
問
題
が
な
く
な
り

ま
す
。財
産
を
大
切
な
人
へ
託
す

方
法
と
し
て
遺
言
書
を
検
討
し
て

い
る
場
合
は
、自
筆
証
書
遺
言
書

保
管
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

仙
台
法
務
局
登
米

支
局

☎
０
２
２
０（
５
２
）２
０
７
０

　
◉

　

が
ん
患
者
や
そ
の
家
族
が
集
ま

り
会
話
を
楽
し
め
る
お
茶
会
を
開

催
し
て
い
ま
す
。誰
に
も
言
え
な

い
不
安
な
気
持
ち
や
悩
み
を
話
し

合
い
な
が
ら
お
互
い
を
支
え
合
う

会
で
す
。気
軽
に
参
加
く
だ
さ
い
。

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

▼
８
月
８
日（
月
）▼
９
月

19
日（
月
・
祝
）▼
10
月
17
日（
月
）

▼
11
月
14
日（
月
）▼
12
月
10
日

（
土
）／
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30

分
※
以
降
の
日
程
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い１

０
０
円（
お
茶
代
）

◉
　

抗
が
ん
剤
治
療
中
の
脱
毛
で
お

悩
み
の
人
に
、ウ
ィ
ッ
グ
を
無
料

で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。ま
た
、不

要
の
ウ
ィ
ッ
グ
が
あ
り
ま
し
た

ら
、ぜ
ひ
お
譲
り
く
だ
さ
い
。

ホ
ッ
と
サ
ロ
ン
と

め（
代
表
＝
鈴
木
／
受
付
時
間
＝

午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

☎
０
７
０（
２
０
１
１
）０
９
２
８

登米市は自主財源を確保するため、広報とめに有料広告を掲載しています。

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

➊
７
月
26
日（
火
）➋
７
月

28
日（
木
）➌
８
月
16
日（
火
）➍
８

月
18
日（
木
）／
午
後
１
時
15
分
開

場

➊
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
と

魔
法
の
木
➋
岬
の
マ
ヨ
イ
ガ
➌
お

ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
➍
君
の
膵
臓

を
食
べ
た
い（
ア
ニ
メ
版
）

※
作
品
は
視
聴
覚
セ
ン
タ
ー
で
保

有
す
る
上
映
権
付
作
品
で
す

視
聴
覚
セ
ン
タ
ー（
２
階

第
１
研
修
室
）

市
内
の
幼
児
、小
学
生（
保

護
者
同
伴
可
）

各
20
人（
先
着
順
）

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す

㊌

◉

☎

㊏

◉

☎

㊐

◉

☎

　

先
の
大
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

人
々
を
追
悼
し
、恒
久
的
な
平
和

を
祈
念
す
る
た
め
、戦
没
者
追
悼

式（
献
花
の
み
）を
開
催
し
ま
す
。

８
月
18
日（
木
）午
前
10
時

〜
11
時

登
米
祝
祭
劇
場（
大
ホ
ー

ル
）

▼
登
米
市
遺
族
会
加

入
者
＝
居
住
す
る
町
域
に
あ
る
遺

族
会
事
務
局
へ
申
し
込
み
く
だ
さ

い
▼
一
般
参
加
者
＝
８
月
５
日

（
金
）ま
で
、電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い

福
祉
事
務
所
生
活

福
祉
課（
福
祉
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）か
ら
送
ら
れ
る
武
力

攻
撃
な
ど
の
緊
急
情
報
を
確
実
に

皆
さ
ん
に
伝
え
る
た
め
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
放
送
と
市
メ
ー
ル
配

信
サ
ー
ビ
ス
で
情
報
伝
達
試
験
を

実
施
し
ま
す
。緊
急
告
知
ラ
ジ
オ

の
放
送
は
、音
量
つ
ま
み
の
設
定

に
か
か
わ
ら
ず
最
大
音
量
で
放
送

さ
れ
ま
す
。放
送
中
は
音
量
調
整

が
で
き
ま
せ
ん
。

８
月
10
日（
水
）午
前
11
時

総
務
部
防
災
危
機

対
策
室（
危
機
対
策
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）７
３
９
３

　　

少
子
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
、

日
常
生
活
に
必
要
な
施
設
が
集
約

さ
れ
た
コ
ン
パ
ク
ト
で
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た「
登
米

市
立
地
適
正
化
計
画
」を
策
定
す

る
に
当
た
り
、説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

市
内
に
在
住
、在
勤
、在
学

す
る
人

➊
８
月
３
日（
水
）午
後
２

時
〜
３
時
➋
４
日（
木
）午
後
７
時

〜
８
時
➌
５
日（
金
）午
後
７
時
〜

８
時

➊
➋
迫
公
民
館
➌
中
田
農

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

※
事
前
申
込
は
不
要
で
す

建
設
部
住
宅
都
市

整
備
課（
都
市
整
備
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
３
１
６

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除（
全

額
免
除
・
一
部
免
除
・
法
定
免
除
）、

納
付
猶
予
、学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
場
合
、

保
険
料
を
全
額
納
め
た
人
と
比

べ
、老
齢
基
礎
年
金（
65
歳
か
ら
受

け
ら
れ
る
年
金
）の
受
け
取
り
額

が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、免
除
な
ど

の
期
間
の
保
険
料
は
、10
年
以
内

で
あ
れ
ば
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る

こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、免
除
な
ど
の
承
認
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
起
算

し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る

場
合
、当
時
の
保
険
料
額
に
一
定

額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

追
納
は
、古
い
月
の
も
の
か
ら

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
、次
の
点

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◉
一
部
免
除
さ
れ
た
期
間
は
、納

付
す
べ
き
保
険
料
が
納
付
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
追
納
が
で
き
ま
せ

ん
。

◉「
法
定
免
除
・
申
請
免
除
期
間
」

が「
納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期

間
」よ
り
先
に
経
過
し
た
月
分
で

あ
る
場
合
は
、ど
ち
ら
を
優
先
し

て
納
め
る
か
選
択
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ

ル
」へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０（
０
５
）１
１
６
５

▼
市
民
生
活
部
国
保
年
金
課（
年

金
医
療
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
６
６

●

　▶
　▶
　▶

  
　▶
　▶
　▶

　  　　

☎

下田中53番地8 0220-23-8688
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知
さ
れ
ま
す
。ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ

い
。

産
業
経
済
部
産
業

総
務
課（
産
業
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
３
４
）２
７
１
６

　　

佐
沼
税
務
署
で
は
、事
業
者
を

対
象
に
消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
説
明
会
お
よ
び
登
録
申
請
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。登
録
申
請
手

続
き
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
登
録
申
請

相
談
会
は
、希
望
者
を
対
象
に
、説

明
会
後
に
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

７
月
28
日（
木
）、８
月
25

日（
木
）、８
月
30
日（
火
）／
午
後

２
時
〜
３
時
30
分

佐
沼
税
務
署（
一
階
会
議

室
）

主
に
消
費
税
の
課
税
事

業
者

各
10
人

※
開
催
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い

※
各
回
と
も
定
員
に
な
り
次
第
、

受
け
付
け
を
終
了
し
ま
す　

佐
沼

税
務
署

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
５
０
１

消
防
本
部
警
防
課

（
消
防
団
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）１
９
０
１

　　

農
業
従
事
者
の
中
に
は
、自
ら

認
識
し
な
い
う
ち
に
熱
中
症
に
か

か
っ
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

屋
外
で
の
作
業
に
限
ら
ず
、気
温

が
低
い
日
で
あ
っ
て
も
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
内
の
作
業
中
は
、熱
中
症

に
か
か
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

作
業
中
は
小
ま
め
な
水
分
補
給
、

休
憩
を
取
り
、複
数
人
で
声
掛
け

を
行
う
な
ど
、熱
中
症
に
か
か
ら

な
い
よ
う
対
策
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。

　

農
業
に
携
わ
る
人
に
役
立
つ
情

報
を
届
け
る
農
林
水
産
省
の
ス
マ

ホ
用
ア
プ
リ「
M
A
F
F
ア
プ
リ
」

で
は
、高
温
注
意
情
報
な
ど
も
通

申
込
用
紙
は
市
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
総
務
課
で
配
布

し
て
い
ま
す
。申
請
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、次
の
書
類
を
添

付
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い

▼
個
人
＝
➊
住
民
票

➋
印
鑑
証
明
書
➌
本
籍
地
の
市
町

村
長
の
発
行
す
る
身
分
証
明
書
➍

身
分
証（
運
転
免
許
証
、健
康
保
険

証
な
ど
の
写
し
）➎
国
、県
お
よ
び

市
税
の
納
税
証
明
書
／
各
１
通
▼

法
人
＝
➊
法
人
登
記
簿
謄
本
➋
代

表
者
の
印
鑑
証
明
書
➌
国
、県
お

よ
び
市
税
の
納
税
証
明
書
／
各
１

通※
詳
し
く
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

総
務

部
総
務
課（
財
産
係
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

市
内
９
つ
の
消
防
団
支
団
か
ら

約
５
５
０
名
の
団
員
が
参
加
し
、

日
頃
の
訓
練
で
身
に
付
け
た
消
防

技
術
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。訓

練
種
目
は
、小
隊
訓
練
と
小
型
ポ

ン
プ
操
法
で
す
。当
日
は
見
学
可

能
で
す
。ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。

７
月
31
日（
日
）午
前
８
時

〜
午
後
０
時
30
分

長
沼
フ
ー
ト
ピ
ア
公
園

➊
土
地
・

建
物（
中
田
町
宝
江
黒
沼
字
下
道

67
―
３
／
土
地
＝
宅
地
２
８
２
・

92
平
方
㍍
、建
物
＝
木
造
平
屋
建

82
・
80
平
方
㍍
）、最
低
売
却
価
格

４
２
０
万
３
千
円
➋
土
地（
登
米

町
大
字
日
根
牛
字
浦
小
路
４
―
１

／
宅
地
２
４
８
２
・
04
平
方
㍍
）、

最
低
売
却
価
格
１
３
１
５
万
５
千

円

７
月
20
日（
水
）〜
８

月
25
日（
木
）の
期
間
、総
務
部
総

務
課
財
産
係
で
交
付
し
ま
す

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
勧
誘
、契

約
や
取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
、消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
の

解
決
や
未
然
防
止
の
た
め
、相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。相
談
は

無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。　

市
消
費
生
活
相
談
窓

口（
南
方
庁
舎
２
階
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

※
電
話
ま
た
は
来
訪
相
談

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

　

行
政
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
、各

種
手
続
き
な
ど
で
困
っ
て
い
る

事
、要
望
し
た
い
事
に
つ
い
て
、行

政
相
談
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま

す
。相
談
は
無
料
で
、秘
密
は
守

り
ま
す
。定
期
相
談
所
の
開
催
日

時
、場
所
な
ど
は
、市
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
確
認
す
る
か
、各
総
合

支
所
市
民
課
に
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

総
務
部
総
務
課

（
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
２
３
）８
６
１
０

０
２
２
０（
２
３
）８
６
６
５

費
や
親
権
な
ど
の
問
題
解
決
の
た

め
、弁
護
士
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

８
月
16
日（
火
）午
後
１
時

〜
２
時

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

東
田
正し

ょ
う

平へ
い（
弁
護
士
）

無
料（
要
電
話
予
約
）

県
東
部
保
健
福
祉

事
務
所
登
米
地
域
事
務
所（
母
子
・

障
害
班
）

☎
０
２
２
０（
２
２
）６
１
１
８

　

生
活
や
仕
事
の
悩
み
、心
配
事

な
ど
を
専
門
知
識
を
持
つ
支
援
員

に
相
談
で
き
ま
す
。

そ
・
え
ー
る
登
米

　

８
月
23
日（
火
）➊
午
前
９

時
30
分
〜
➋
午
前
11
時
〜
➌
午
後

１
時
30
分
〜
➍
午
後
３
時
〜

県
東
部
保
健
福
祉
事
務
所

登
米
地
域
事
務
所

※
職
業
の
あ
っ
せ
ん
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い

福
祉

事
務
所
生
活
福
祉
課（
障
が
い
福

祉
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）５
５
５
２

０
２
２
０（
５
８
）２
３
７
５

　　

母
子
父
子
家
庭
が
抱
え
る
養
育

☎
０
２
２
０（
２
２
）２
０
９
１

　

８
月
26
日（
金
）午
後
１
時

〜
４
時
10
分

迫
に
ぎ
わ
い
セ
ン
タ
ー

開か
い

発ほ
つ

健け
ん

次じ

（
弁
護
士
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
７

無
料（
要
電
話
予
約
）

市
民
生
活
部
市
民

生
活
課（
市
民
総
務
係
）

☎
０
２
２
０（
５
８
）２
１
１
８

☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎ ☎

（令和4年 6月末現在）

地区 世帯数
人口（人）

男 女 計（前月比）

迫 7,662 9,571 10,051 19,622 （1）

登米 1,745 2,162 2,320 4,482 （▲12）

東和 2,243 2,816 2,878 5,694 （▲8）

中田 5,277 7,496 7,755 15,251 （▲29）

豊里 2,128 3,063 3,132 6,195 （▲2）

米山 2,827 4,209 4,295 8,504 （▲6）

石越 1,535 2,232 2,229 4,461 （▲11）

南方 2,731 3,993 4,188 8,181 （▲7）

津山 1,120 1,422 1,561 2,983 （▲4）

合計 27,268 36,964 38,409 75,373 （▲78）

※上記人口・世帯数には外国人住民も含まれています

7月21日～8月20日は夏の交通事故防止運動期間です。
ぼんやり・居眠り運転による重大事故を起こさないよう
適度な緊張感とゆとりを持った運転を心掛けましょう。

（令和4年6月末現在）※佐沼・登米警察署調べ
Ｒ４ Ｒ３ 増減数

人身事故
発生件数 48件 41件 7件

死者数 1人 0人 1人

負傷者数 53人 46人 7人

物損事故
発生件数 607件 709件 ▲102件

※Ｒ4年1月からの延べ件数（前年同時期と比較）

忘れずに納めましょう
納税は便利な口座振替で

令和4年
累計

前年同月

　

司
法
書
士
が
相
続
や
遺
言
に
関

す
る
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。

８
月
７
日（
日
）午
前
10
時

〜
午
後
４
時

◉
　

相
談
専
用
電
話
で
相
談
を
受
け

付
け
ま
す
。

☎
０
１
２
０（
３
３
）９
２
７
９

◉
　

県
内
５
カ
所（
仙
台
市
、大
崎

市
、石
巻
市
、亘
理
町
、気
仙
沼
市
）

の
会
場
で
、面
接
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。面
接
相
談
は
要
予
約
で

す
。詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

県
司
法
書
士
会

☎
０
２
２（
２
６
３
）６
７
５
５ハローワークはさまで発行している求人情報を掲載

掲載日は祝日を除く毎週火曜日の午後３時です
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編

集

後

記

（防犯や防災、イベント・市政に関する情報をメールでお届けします。）
https://mail.cous.jp/tomecity/

　里山の豊かな自然に囲まれた古民家で、昔なが
らの”までな（丁寧な）”手しごとを体験できる学び
舎「までな舎」が、東和町米川地区にオープンした。
　静岡出身の鈴木さんが宮城へやってきたのは、
震災の年。物資運搬や地域支援ボランティアの活
動拠点として旧鱒淵小に滞在したのが、登米市と
の出会いだった。稲刈り体験をさせてもらったり、
住む家をお世話してもらったりと、生活していく
中で地域の人情に触れた鈴木さんは、米川の魅力
を広く発信する活動を始めた。「歴史や文化、身近
にある地域資源に触れ、感じ、楽しんでもらえる場
所を作ろう」。こうしてできたのが、までな舎だ。体
験メニューの一つ「金継ぎ」は、器などを修復する
伝統技術。「米川の窯元で作られた陶器を、大切に

使い継ぐための仕事ができたら」と考えたことが
きっかけになった。
　までな舎は「米川ガイドの会」の事務局も兼ね
る。「会の活動として、地域の歴史や伝統に関する
資料を作成中なんです。人口減少が進む中で歴史
が埋もれてしまわないよう、多くの人に地域の事
を知ってもらえる方法や体制づくりを考えていき
たい。その取り組みが、若い人や移住者の増加につ
ながれば」。までに、丁寧に、言葉を紡ぎながら、鈴
木さんは「人や環境に恵まれ、ここでは季節と一緒
に生きていると感じています」と笑顔を見せた。
　までな舎の畑には、鈴木さんの植えた藍の苗が
並ぶ。長い時間と手間をかけ染め上げるという。
「登米の色」を見られる日が今から待ち遠しい。

Profi le

▼
数
年
ぶ
り
に
中
総
体
の
雰
囲

気
に
触
れ
、ど
こ
か
懐
か
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。勝
利

に
向
け
奮
闘
し
、共
に
喜
び
、涙

し
た
経
験
が
選
手
の
か
け
が
え

の
な
い
大
き
な
財
産
と
な
る
で

し
ょ
う
。体
力
や
技
術
、人
と
の

つ
な
が
り
や
人
間
性
を
育
て
て

く
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
を
こ
れ
か
ら

も
続
け
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。（
白
石
）

▼
幼
い
頃
、子
守
唄
代
わ
り
に

祖
父
が
聞
か
せ
て
く
れ
た
大
蛇

退
治
や
岩
戸
開
き
の
物
語
。神

楽
を
観
る
た
び
わ
く
わ
く
ド
キ

ド
キ
し
た
思
い
出
が
蘇
っ
て
き

ま
す
。神
楽
大
会
で
、伝
統
芸
能

の
継
承
の
た
め
活
動
に
取
り
組

み
、力
を
注
ぎ
続
け
る
保
存
会

の
皆
さ
ん
に
、改
め
て
尊
敬
の

念
が
深
ま
り
ま
し
た
。（
渡
邊
）

▼
絵
本
ウ
ォ
ー
ク
を
取
材
。運

営
は
、子
ど
も
の
健
全
育
成
に

向
け
活
動
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
サ
ー

ク
ル
で
構
成
す
る「
と
め
の
こ

ど
も
を
想
う
会
」が
協
力
。各

ブ
ー
ス
に
は
、キ
ラ
キ
ラ
し
た

目
を
輝
か
せ
る
子
ど
も
た
ち
と

つ
ら
れ
た
よ
う
に
笑
顔
の
大
人

た
ち
。だ
ん
ら
ん
を
楽
し
む
様

子
に
自
分
も
笑
顔
を
分
け
て
も

ら
い
ま
し
た
。（
佐
々
木
）


	327号_1
	327号見開き_2-3
	327号見開き_4-5
	327号見開き_6-7
	327号見開き_8-9
	327号見開き_10-11
	327号見開き_12-13
	327号見開き_14-15
	327号見開き_16-17
	327号見開き_18-19
	327号見開き_20-21
	327号見開き_22-23
	327号_24

